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我々の研究グループでは近年脳幹のコリン作動性細胞の集団である脚橋被蓋核のニューロンが眼
球のサッケ-ド運動課題遂行中に動機付けに関与する活動を占めることを報告した(Kobayashietal.∫.
Neurophysio1.,2002).現在アセチルコリンがサッケ-ド系に与える作用を検討するため,サッケ-ド
を制御する中枢である中脳上丘にアセチルコリンのアゴニストのひとつであるニコチンを注入し,サッ
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